
生活支援ネットワークフォーラム

第 ５ 回 ネ ッ ト フ ォ ー ラ ム の ご 案 内

― 「 高 校 の 特 別 支 援 」 に つ い て 考 え る ―

主 催 東京学芸大学・東京学芸大学附属特別支援学校

ネ ッ ト フ ォ ー ラ ム 推 進 委 員 会

事務局代表 東京学芸大学附属特別支援学校長 朝倉隆司

私たちは,障害のある人の生活支援のためのネットワーク作りを目指し、平成１７年より生活支援ネットワークフォーラ

ム（呼称「ネットフォーラム」）を開催してきました。ネットフォーラムは、障害のある人を支援する様々な関係者が、共に生

涯発達支援の視点を持ちながら、研修し、情報交換を行う場です。

今回は、ライフステージの中でも特に高校生に焦点をあてます。下記の二人を講師に以下のタイトルで講演をいただ

き、研修・情報交換を深めていきたいと思います。

教育、福祉、医療、労働等、さまざまな分野から多数の方のご参加をお待ちしております。

１．日時： 平成２１年１１月１４日（土）１３：００～１６：３０（受付は１２：３０開始）

２.会場： 東京学芸大学 Ｎ講義棟４階 Ｎ410、N411、N401教室（東京都小金井市貫井北町４－１－１）

※別紙参照ＪＲ中央線武蔵小金井駅下車、北口より京王バス小平団地行き{５番のりば}にて１０分、

学芸大正門下車、徒歩３分 （キャンパスマップ：www.u-gakugei.ac.jp/pdf/2005_A4_map.pdf）

３．対象： 特別支援教育に関心のある方、特別支援学校・特別支援学級・通常学級教諭、専門機関・施設等の

職員、幼稚園教諭、保育士、心理士、言語聴覚士、保護者、学生、保健師等

４．定員： １２０名（先着順）

５．参加費： １,５００円

６．申込期間： 平成２１年９月４日（金）～１１月６日（金）

７．申込み方法： ファックスまたはメールで申し込み願います。

ファックスでお申込みいただく場合、ネットフォーラム申込書に必要事項をご記入の上、下記申込み先まで

お送りください。メールでお申込みいただく場合、「氏名（ふりがな）・住所・電話番号・勤務先・職種・連

絡先（平日昼間連絡可能な連絡先）・希望セッション」を記入の上、下記メールアドレスまで送信願います。

８．申込み・問い合わせ先：

〒203-0004 東京都東久留米市氷川台1-6-1 東京学芸大学附属特別支援学校

Tel:042(471)5274 Fax:042(471)5275 http://ns.yougo.u-gakugei.ac.jp

E-mail：netforum@u-gakugei.ac.jp （担当：渡邉貴裕）
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１１．その他： 本学では原則として車の乗り入れが禁止になっておりますので、公共交通機関をご利用ください。

○東京学芸大学 総合教育科学系 特別支援科学講座 准教授 加瀬進氏

○研究分野： 障害者福祉論、地域ケアシステム論、教育福祉論

○講演テーマ：＜高校生活支援＞に迫る～厚生労働分野における発達障害関連研究を踏まえて

○講演要旨：

早期発見・早期対応をスルーしてきた様々なニーズをもつ高校生の生活支援はいったいどのように構想するこ

とができるのでしょうか。福祉・教育・保健・労働のネットワークで支援を展開してきた事例や発達障害のある

中高生のプレジョブ実践研究の成果と課題など、近年の厚生労働分野における発達障害関連研究の成果を踏まえ

つつ、この問いに迫ってみたいと思います。また、後半の合同フォーラムでは教育・福祉双方の課題が共有され

るとともに、フロア全員で引き起こす＜化学反応＞に期待しています。よろしくお願いいたします。

○最近出版した書籍等：

ＷＥ（ウィ）コラボ！しませんか？－厚生労働省「平成20年度障害保健福祉推進事業」研究報告書

～加瀬研究室ブログよりダウンロードできます→http://www.we-collaboration.com/mt/we2008.html

加瀬進編著『ＷＥコラボ！しませんか？～福祉と教育をつなぐ10の提案』、エンパワメント研究所、近刊

○東京学芸大学 総合教育科学系 特別支援科学講座 教授 高橋智氏

○研究分野：特別ニーズ教育学、ユニヴァーサルデザイン教育論、生涯発達支援論、国際教育開発協力

○講演テーマ：高校特別支援教育のあり方―本人調査からみえる発達障害高校生の求める理解と支援―

○講演要旨：

私の研究室ではこの５～６年、発達障害を有する高校生とその保護者への調査を行い、高校進学や高校の学

習・生活・卒業後の進路において発達障害の高校生がいかなる困難に直面し、またどのような理解・支援を求め

ているのかを明らかにしてきました。現在、カオスの状態にある高校特別支援教育のあり方や今後の展望を検討

する際には、まず「本人・当事者の困難・ニーズ」の視点が不可欠と思います。本セッションではこれまでの本

人・当事者調査にもとづき、当面する高校特別支援教育の課題を探っていく予定です。よろしくお願いします。

○最近、編集・刊行した高校特別支援教育関係著作：

①Difficulties and Needs of Upper Secondary School Students With Mild Developmental Disabilities in School：A Survey of
Students With Mild Developmental Disabilities Including Mild Intellectual Disabilities. The Japanese Journal of Special
Education, Vol.44 No.6, The Japanese Association of Special Education, 2007

②日本特別ニーズ教育学会編『高校特別支援教育を拓く（SNE ブックレット No.3）』2008 年

③「特集・高校特別支援教育の展望」『障害者問題研究』第 36 巻 4 号、2009 年



ネットフォーラム申込書

Ⅰ．下記の表の各項目について、ご記入願います。

Ⅱ．申込書１枚につき１名様でご記入をお願いします。

（ふりがな）

氏名

住所

〒 －

電話
ＴＥＬ （ ） －

ＦＡＸ （ ） －

勤務先 職種

連絡先

（平日昼間連絡

可能な連絡先）

自宅・勤務先・携帯

ＴＥＬ （ ） －

希望する

セッション

セッション．１ 高橋智氏「高校の特別支援教育」

セッション．２ 加瀬進氏「高校の生活・地域支援」

（どちらかのセッションを選び○をつけてください）

備考

※ 必要に応じコピーしてお使いください。

※ 個人情報の取り扱いについて

ご記入いただいた情報は、ネットフォーラムの実施のために活用し、それ以外の目的には一切使用しません。

ＦＡＸ ０４２（４７１）５２７５



大学内の地図

大学周辺の地図

Ｎ講義棟

正門

北門

東門


